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１．研究目的･内容 
 薬学生に求められる能力の一つに臨床現場や新薬開発の基礎研究などの種々の分野で問題を発

見し、修得した膨大な知識を複合的に活用して問題を解決する能力がある。この能力の涵養には、

一方的に知識を伝達する教授法よりも学生が能動的に思考するアクティブ・ラーニングが有効で

ある。本研究は、大人数でも双方向授業が可能で学生の理解度を瞬時に把握できるなどのメリッ

トを有するレスポンスアナライザーを用いたアクティブ・ラーニング（双方向授業）の評価と学

生参加型学習の推進を目的として行った。 

２．研究経過および成果 
１）他の薬科大学におけるアクティブ・ラーニングの実施例および学習効果の調査 

 本学独自の特色のある学習効率の高い学習方法の導入に向けて、他の薬系大学におけるアクテ

ィブ・ラーニングの調査を行った。薬剤師国家試験の合格率が高く効果を上げていると評価の高

い名城大学薬学部のアクティブ・ラーニング “症例に基づく統合型薬物治療学”は、４年次前期

の月曜日から木曜日までの１週間で１疾患１症例について内包された問題点をグループで抽出

し、その解決策をプランニングさせる問題解決型授業である。この授業を実際に見学（平成 27
年 5 月 19 日実施）し、授業の流れや手法および学生が積極的に学習に参加している様子、主担

当者とのディスカッションを通じて学生参加型学習を推進するための有用な知見を得た。また、

授業の最初の学習目標に沿った「プレテスト」と授業の最後の学習成果を確認する「ポストテス

ト」においてレスポンスアナライザーが効果的に活用されていた。 
 
２）双方向授業の導入 

 医療薬学科４年次生 160 名を対象として、多人数でも学習を促進させるメリットがあるグルー

プ学習を基盤とした授業手法のチーム基盤型学習（TBL）を取り入れ、図１に示した一連の流れ

で学生が能動的に学習できような授業を設計した。授業は、物理・化学・生物の知識を活用して

課題を解決していく内容とし、TBL を１グループ８名（全２０グループ）で実施、授業への参加

意識を高める双方向授業のツールとしてレスポンスアナライザーを４つの場面（プレテスト、講

義、発表、ポストテスト）で導入してレスポンスアナライザーの効果を検証した。 
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図１ 授業の流れ 



 レスポンスアナライザーとして、KEEPAD JAPAN㈱の

カード型のクリッカーとレシーバー（図２）を用い、投影

した五肢択一形式の問題に対してクリッカーの応答の数字

ボタンを押すことで応答結果が画面上にグラフとして直ち

に表示されるようにした。授業開始前の知識（１年次〜３

年次に学習済）を確認するために行ったプレテストでのク

リッカーの活用は、正答率が可視化されることで抜けている知

識に対する危機意識が共有され、学習の動機づけに効果的

で、その後の授業への参加意識を高めて能動的な学習を促せ

たと思われる。これは、最後に行ったクリッカーを利用し

たポストテストでの正答率の飛躍的な向上（同じ範囲の問

題の平均正答率が 37％から 89％に向上）からも伺えた。 
 物理・化学・生物の講義およびグループ毎に作成した問

題の発表でのクリッカーの活用は、双方向性の特徴であるリア

ルタイムフィードバックに効果的であった。すなわち、理解度

をリアルタイムに集約することにより、理解度が不足して

いるところを丁寧に補足説明することが可能となり、授業

の内容を大多数の学習者が理解した状態で進めることがで

きた（図３）。 
 理解度を確認した上で次の項目へと積み上げていく学習

法は、授業への参加意識を高めることにも効果があり、授

業終了後に行ったアンケートで「クリッカーの活用で授業

への参加意識は変わると思いますか」との問で“参加意識

が高まる”“どちらかといえば参加意識が高まる”との回答

が 81%得られた（残りの学生は“どちらともいえない”と

回答し、参加意識についての否定的な回答はなかった）。 

 

 今回用いたカード型のクリッカーは、授業前の配布と授業後での回収のために要する時間と手

間が必要であるという問題点があるものの、授業に双方向性を持たせることによって、授業に意

欲的に参加しようという意識を高め、能動的な学習を促す点において大きな効果があった。また、教え

る側にも教え方が有効であるかを検討するきっかけとなり、授業改善にとっても有用なツールなりう

ると考えられる。 

３．本研究と関連した今後の研究計画 
 クリッカーのリアルタイムフィードバックに非常に有効であるという特徴は、基礎学力が低下

している学生の基礎学力の向上を目的とするリメディアル教育に有用であると考え、初年次教育

に導入していく予定である。特に、初年次教育は在学中の大学教育に大きく作用するため、非常

に重要な位置づけとして学習効率の向上につなげていきたい。 
 最近の薬剤師国家試験は、学んだ知識を活用する内容の問題が増えてきており、その難易度は

年々上昇している。これまでの知識詰め込み型の教育のみでは対応できなくなっているため、基

礎から応用までの問題に対して、学生の理解度を把握しながら対策を行う必要がある。クリッカ

ーを用いた双方向授業および双方向型演習は、薬剤師国家試験対策にも非常に有効であると考え

ており、薬剤師国家試験対策に導入することを計画している。 
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図２ クリッカーとレシーバー 

・学生の理解度をリアルタイムに収集 
・学生参加型のフレキシブルで効果的 
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図３ 双方向授業 




